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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

大阪府吹田市五月が丘北６－１２所在地

コロナ時代を越えてまた、皆の願いが叶うように心から落ち着く場所になればいいと新しく始めた事は
「大切な家族と共に」です。自身の病で共に暮らせない猫のアメリーを迎えました。離れたくない！という
気持ちがわかるので犬と一緒に入所をOKしました。新しい取り組みです。

長年、管理者として運営に関わってきた代表が、利用者・家族・職員への熱い思いから新たな理想を掲げ、７年前
に事業継承したグループホームです。「Ｂe Ｓmile・Ｂe Ｈappy（笑顔で幸せに）」の理念を掲げ、出逢ったみんなの
「夢叶う今日を」に取り組んでいます。「『明日死んでも悔いない今日を創る』『今日の希望は今日叶える』」との代表
の揺るぎない考えは現場に浸透し、利用者の楽しいエピソードは尽きることがありません。「認知症になってもペット
と一緒に暮らせるホーム」のめいの家は、人も犬も猫も一緒に住んで当たり前の日常がかけがえのないものとなっ
ています。毎年、地域の子ども達も楽しみにしているクリスマスイルミネーションの昨年のテーマは、人・犬・猫、生き
るもの全てに優しい世界をとの願いを込めた「共に」でした。「うちの自慢はみんなが笑顔。喜んでもらうと自分も楽
しい」と職員が語るように「職を楽しみ・職場を楽しむ」風土は、職員の定着率の高さに現れています。代表や管理
者・職員が利用者の毎日を「楽しそうに、嬉しそうに」語る表情から、理念の浸透と確かな実践が伺え、さらなる進化
が楽しみなグループホームです。

大阪府大阪市北区天神橋３丁目9-27 （PLP会館３階）
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1  自己評価及び外部評価結果

2791600436

法人名 ベタープレイス株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

評価結果市町村受理日2025年６月７日 2025年8月1日

事業所番号

事業所名 グループホーム　めいの家

サービス種類

自己評価作成日

認知症対応型共同生活介護

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

65
3. 利用者の１/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の
理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

「Be　ｓmile Be happy（笑顔で幸せに！）」を
理念としています。「ここにきてよかった」「あ
なたに会えてよかった」「生きていてよかっ
た」様々な「よかった」を応援し、地域の自治
会、子供たちの協力を得て、夢かなえあ
う・・・に向けて取り組んでいます。

「Be Smile　Be Happy（笑顔で幸せに！）」を
理念に掲げ、「地域に根ざし心豊かに暮らし
ていこう。」の運営方針の下「『明日死んでも
悔いない今日を創る』『今日の希望は今日叶
える』」の考えを大切に、代表・管理者以下職
員一丸となり実践しています。代表や管理
者・職員が利用者の毎日を「楽しそうに、嬉し
そうに」語る表情から、理念の確かな実践が
伺えます。

「Be Smile　Be Happy（笑顔で幸せ
に！）」の理念の実践が、地域にさら
に広がり、笑顔で幸せな地域作りの
核となることを期待します。

地域の方々を巻き込んでの行事はビンゴ大
会を昨年行いました。楽しんでいただけ、沢
山の方に来ていただきました。また、買い物
に行くと話しかけていただいたり、犬の散歩
では犬友ができたり、ご近所さんが獲られた
ユーフォーキャッチャーの景品の人形を沢
山持ってきていただき利用者さんが「かわい
い」と喜ばれたり、細々とではありますが
日々のコミュニケーションもできているように
思います。子供たちからはベランダに見える
愛猫アメリーが「かわいい」とひそかな人気
になっています。

「地域の中に溶け込む活動」は、今では、地
域にとってなくてはならない存在となっていま
す。クリスマスには医療従事者へのエールと
感謝を込めて玄関前の駐車場にブルーライト
のイルミネーションを輝かせています。地域
住民から「点灯は何時ですか」と問い合わせ
が来るほど楽しみに待たれています。昨年の
テーマは、人・犬・猫、生きるもの全てに優し
い世界をとの願いを込めた「共に」でした。イ
ルミネーションを見ながらのビンゴ大会には
駐車場いっぱいに地域住民が集まりました。
ビンゴの景品は、地域の方々への１年の感
謝と考え、、事前に子ども達が欲しいものをリ
サーチし、プレゼントしています。めいの家の
愛犬の散歩時には犬友を介して地域住民と
の絆を深めています。ホームの実践は、地域
からも理解・支持され、「認知症って特別では
ないね」との理解にも繋がっています。

イルミネーションは毎年変わらず点灯しつづ
けております。地域の方が写真を撮りに来
てくださったり、集まってくれたのでうれしい
限りです。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

新型コロナウイルスが落ち着いたといえど
度々の流行により開催に至れずにおりまし
た。が、2024年４月より再開いたしました。

運営推進会議は２か月に１回、年６回開催し
ています。家族会役員、地域住民代表、地域
包括支援センター職員、グループホーム主治
医、訪問看護師、ホーム職員等がメンバーと
なり話し合っています。会議では、ホームの
活動状況や取り組み等を報告し、参加者から
意見・評価・助言を得て、ホームの運営に活
かしています。
ホームの旅行の話しの際には、「留守中の防
犯は自治会に任せて」と協力的な声を聞くこ
とができホームは感謝しています。

グループホーム部会に参加しております。

市担当者とは都度連絡をとれる関係を築い
ています。地域包括支援センターより、亡く
なった住民の飼い猫の今後について相談が
あり、受け入れに際して地域包括支援セン
ター職員、ホーム職員と協議を重ねる機会が
あり、市との連携がより密になりました。市主
催の介護の日イベントでは、市内のグループ
ホームから利用者が参加し、コーラスの発表
を行いました。市内グループホーム連絡会に
も参加しています。他事業所見学では、改め
て自分たちの取り組みを振り返ることができ
ました。

内部研修にて定期的な研修を行っておりま
す。今年度は6月末に実施を予定しておりま
す。

「身体拘束ゼロの実現をめざします」とマニュ
アルを作成し、研修会を繰り返し行って、身
体拘束をしないケアを実践しています。玄関
は中からはいつでも開錠が可能です。利用
者はエレベーターで自由に移動をしていま
す。階段も自由です。利用者の外出したい仕
草を見つけるといつでも職員と一緒に出掛け
ます。利用者が一人で外に出ることがあって
も、近所の住民とも顔見知りで、ホームまで
送って来てくれるほどの関係にあります。

内部研修にて定期的な研修を行っておりま
す。今年度は6月の末に実施を予定しており
ます。また忌憚ない意見を仕事中でも話し
合えるよう意見交換を職員で行っています。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

内部研修にて研修を行っております。また
業務中でも細部にわたり事例に根差した権
利擁護に対する話をすることで職員に理解
を深めてもらっております。

契約書・重要事項説明書を見ていただき、
説明しています。理解を得られるまで細部に
わたり説明し、幅広い情報の提供を時間を
かけて行っております。

自由面会になり、日々の様子を伝えやすく
なりました。電話で様子を伝えることも続け
ており、姿を見る機会とタイムリーで迅速に
異変を伝える電話を併用できることで家族
の皆さんにも安心感を持っていただけてい
るのではないかと考えております。

面会は自由です。面会に来ることが困難な家
族には、電話やLINEで日常の暮らしぶりを伝
えています。家族会があり、サークル活動や
行事を通じて、家族同士や職員との交流が
行われています。一泊旅行や年間の行事・大
掃除等にも多くの家族が参加しています。コ
ロナ禍の面会等の対応も家族会に相談しな
がら進めてきました。主体的にホームの活動
に関わる家族会の存在は、ホームの大きな
応援団となっています。家族に紹介されて入
居したケースも複数あります。
外部評価の家族アンケートの回収率の高さ
にも、家族とホームの関係の良さがわかりま
す。

主に職員会議・各フロア会議で意見を聞くよ
うにしています。また管理者は個別に職員と
も話し合いの機会をもっており、職員側から
話があるとの声掛けもあります。

定例の会議では、サービスの改善を話し合
い、ケアカンファレンスも行っています。職員
それぞれの話題は枝葉を生み、細かい点や
周辺の話に広がって、長時間に及ぶこともあ
りますが、互いの原動力となる貴重な時間と
なっています。
年に一度、他職員から「良いところ・尊敬する
ところ・好きなところ」「苦手なところ・直してほ
しいところ・悪いところ」の評価を記入してもら
い、自分自身を再確認する機会ともなってい
ます。年間の多くの行事は、職員が主体的に
取り組み、「うちの自慢はみんなが笑顔。喜
んでもらうと自分も楽しい」と職員が語るよう
に「職を楽しみ・職場を楽しむ」風土は、職員
の定着率の高さに現れています。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

管理者だけではなく職員間の意見も取り入
れ、職員個々の実績や努力を把握・査定す
るように努めております。

職員が二か月に一回の月替わりで研修を
主宰する取り組みを始めました。教える側に
回ることで知識を深め、また資料作りの困難
さを感じることで他者の発表を真剣に聞く姿
勢も育成できていると感じております。勤続
年数の長い職員が多いことで、振り返ること
が少なかった基礎的な知識についても学び
なおし、日々進歩する研究や知識を取り入
れられるよう、努力しております。

交流は未だラインで行われています。まれ
にでありますが食事会に参加する場合もあ
ります。

面接時より担当になるCWが細かく、本人の
希望・夢・生活歴を聞き取り、入所から一か
月を目途に、本人・家族・職員と担当者会議
を行っております。個々、利用者の性質や
生活へのなじみ方には変化がありますの
で、定型的にならず本人に合った生活へ馴
染み方を模索しています。

家族の思い・考え・疑問や不安について聞
き取り、生活について一緒に考えています。
また密な連絡や話し合いをおこない、不安
や疑問は遠慮なく話してもらえるよう、何で
も言える関係性を目指しています。

入念に丁寧に聞き取りをします。常に最善・
必要なことは何か、広い視点で職員間で情
報共有し、落ち着いた生活に慣れていける
ように見守っています。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

「出来るかできないか」ではなく、まずは
「やってみてもらおう」から全ては始まりま
す。利用者自身が出来ないと思っていても
出来ることは沢山あり、小さなことでも皆で
分け合い実行を積み重ねることが生活を営
むことだと考えます。小さなことから、自身が
できることはまだまだあると知り、可能性が
広がる手伝いをしていく生活を作っていま
す。

日々の様子をメールで写真付きで伝えた
り、変化があるときはすぐ連絡し一緒に考え
てもらっています。同じチームであること、信
頼しあえる関係を作ることを目標に関係を
作っています。

家族との時間は積極的にとってもらうように
しています。またなかなか出かけられないよ
うな故郷の話などを聞いて、一緒に今どう
なっているかグーグルで故郷を一緒に見た
りしていると喜ばれます。

職員は、これまでの馴染みの関係を少しでも
継続することが利用者に大切なことと理解
し、支援に努めています。毎日の外出や、地
域やホームの行事を通し、隣近所とも新しい
馴染みの関係ができ、子ども達の成長ぶりを
見ることも、利用者の楽しみとなっています。
昨年は、ペット（犬）連れの利用者を受け入れ
ました。入居に際しては工夫を講じ「一緒に
暮らし続けたい」という思いを叶えることがで
きました。職員は、利用者一人ひとりの長い
人生に思いをよせてケアにあたっています。

過干渉になりすぎないようにしています。そ
れぞれが、それぞれに関係と友情を作って
います。仲良くなれなくても仕方がない場合
もあります。人がたくさん集まる場所で、ちょ
うど良い距離感をそれぞれが保てるよう、適
切な介入を心がけています。

折々でご家族の皆さんからメッセージや花
や米が送られてきます。亡くなった利用者さ
んのご家族が、別のご家族の入所申し込み
をされたりすることもあり、関係が続いてい
ることをうれしく思います。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

アセスメントシートにある項目を担当職員が
ゆっくり聞き取るところから、それぞれの夢
や、これからの生活に対する希望を探し、夢
かなうよう支援をしています。

「『明日死んでも悔いない今日を創る』『今日
の希望は今日叶える』」との代表の揺るぎな
い考えは現場に浸透し、利用者の声に耳を
傾けることを大事にしています。日常の関わ
りの中での新しい気づきや発見はグループ
LINEで共有しケアに活かしています。大好き
な職員との誕生日デートを楽しみに待つ利用
者もいます。離職者が少なく、利用者と職員
の馴染みの関係ができていることも、質の高
い個別支援に繋がっています。

アセスメントシートにある項目を担当職員が
ゆっくり聞き取り、見えてきた生活歴・性格を
把握し、家族からの聞き取りや自身の思
い、以前の担当ケアマネ、医療機関など
様々な視点から本人を知るよう努めていま
す。

一人ひとり、生活歴も違うため過ごし方は
様々です。できるだけ、個々にあった健康的
で楽しい生活を作れるよう、職員で情報共
有し、余裕をもって対応できるようにしてい
ます。

本筋は「本人の夢を叶えること」家族の要望
も含め、今一番大切なこと、今一番必要なこ
と、楽しく暮らすための課題を常に探してい
ます。

「本人の夢を叶える」を基本視点として介護
計画を作成しています。目標が「青春を楽し
む」「新しい趣味や得意なことが広がってい
く」「自信を持って生活する」等、楽しい暮らし
が想像できる計画です。日常的に支援してい
ることを組み入れ、簡潔で専門用語は使わな
い、利用者・家族に分かりやすい介護計画と
なっています。。計画は、３か月毎に見直し、
会議で毎月カンファレンスを実施しています。
介護記録がIT化された後も、定例文利用など
で簡略化されることなく、利用者の声や表情
がわかる記録となっています。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

個別記録はもちろん、連絡欄を活用してい
ます。問題がある場合は早急に集合し話し
合う場合もあります。

既存のサービスに囚われていては叶えられ
ないことが多いと、時々に感じます。「やった
ことがない」を楽しめる職員と働けている事
を壁にぶつかるたびに感謝しています。出
てくる様々な意見から出来得る限りの最善
を掴みだせるように、楽しめるように考え実
行しています。

近所の人が挨拶をしてくれる、施設の周りで
何かあれば教えてくれる、些細な事ですが、
地域に馴染んでいないと起こらない事が
度々あります。外に出たら挨拶してくれる人
がいる事に職員は感謝しつつ、利用者には
当たり前だと思い続けてほしいと思います。

各階月に2回、往診ドクターの診察がありま
す。歯科・鍼灸の訪問もあります。又、精神
科・眼科・皮膚科などは地域のかかりつけ
医を作っています。職員と家族が同行し、安
心し受診できるようにしています。より適切
な医療を受けられるようにと支援していま
す。

主治医の来訪は各フロア月２回、週2回の訪
問看護師と共に利用者の健康維持に努めて
います。職員は日常的な変化を見逃さず、協
力医療機関との連携を高め、安心な日々を
送れるよう努めています。週1回の歯科医の
訪問もあり、歯科衛生士のアドバイスの下、
口腔ケアにも注力しています。緊急時や他科
診療には職員が家族と共に付き添って、状態
の説明などを行い、スムーズな診療の手助け
をしています。家族が同行できない場合も、
詳しい経過報告を怠りません。

医師と訪問看護師の連携と「いつもと違う」
という介護職員の気づきを大切に、少しでも
早く適切な診療が受けられるように職員一
同で誠意努力しています。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

医療連携医の最終判断により入院を決定す
ることが多いですが、入院後は家族と職員
が常に連絡を取り合い、入院先の主治医の
意見・経過なども一緒に聞き一日も早い帰
所に向けて積極的に支援しています。

終末期に関しては主治医の指示が出た段
階で家族と話し合いを重ね、主治医・訪問
看護・ケアワーカー・家族（本人）同席のもと
方針を決定しています。そして職員全員で、
それぞれの看取り方を考え進めます。また
延命するかどうか、看取りについての希望
確認書を入所時に家族へ記入していただい
ています。希望確認書の意向変更は随時可
能で、話し合いの際にも意向の確認をし、ケ
アに反映しています。

入居時の終末期や看取り指針の説明に加
え、状態が変わるたびに、本人や家族の意
向がよりよく反映されるよう、主治医の指示を
仰ぎながら、チーム全員で話し合いを重ねま
す。医療措置を望む場合は入院等の援助を
行い、ホームでの看取りを望む場合は「死も
また人生の一場面」と捉え、変わらぬ暮らし
の中で穏やかな最期を迎えられるよう見守り
ます。家族の希望があれば、当人の居室に
泊まり、共に過ごせるよう配慮しています。家
族の意向は常に変化するものと柔軟に捉え、
悔いのない様にその思いに常に寄り添ってい
ます。

コロナウイルス以降は感染症対応について
の話し合いが多くなっておりますが、発熱や
体調不良、事故による外傷、初動はどのよ
うに行い、誰に連絡するかを「わかっている
だろう」ではなく、折に触れ話し合い続けて
います。また必要な物資は在庫確保し、何
があっても対応できるようにしています。

消防訓練を実施するとともに、ハザードマッ
プで被災した際の安全な場所などについて
確認する、災害時の行動についていま一度
考え直す研修を実施しています。

定例の消防訓練を行い、振り返りを記録して
います。策定したBCP（事業継続計画）には、
指示系統を明確化し、一時避難から避難所
への移動など事業所独自の動き方を詳細に
記載しています。また、それを元に研修を行
い、忌憚ない意見を出し合う中で、災害緊急
時に対する職員意識がより一層高まりまし
た。発災後３日分の献立や、物資到着が遅
れた場合の心得なども立案し、一丸となって
「生活を守る」行動が浸透していくよう努めて
いきます。備蓄品は各フロア事務所に保管し
防災の日に更新、飲料水は地域からの預か
り分と共に隣接の職員寮に保管しています。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

日々、何を感じ、望み、楽しみ、喜ぶか、情
報収集と共有をしています。常にともにいる
職員に求める関係性もそれぞれに違います
ので、できるだけ対応するようにし、安心し
て関係を築けるようにしています。

喜怒哀楽、全ての感情を互いに受け入れる
ことを、人格の尊重と捉えています。性格も
生きてきた人生も違う利用者それぞれが、最
も暮らし良い日々の継続を大事とし、言葉遣
いや名前の呼び方に至るまで、その人、その
日その時に、自然にわかり合い、合わせられ
る関係性を築けるよう努めています。プライ
バシーや尊厳に関わる研修も欠かさず実施
しています。

普段の何気ない会話や言動から望むことを
探るようにしています。必要に応じて職員が
自己開示することで現れる、利用者の望み
を引き出すようにも務めています。これまで
の習慣や望みも大切にしつつ、新たな興味
や願いも受け止めたいと思います。

特に業務表はなく、自由に日その日を作っ
ていくようにしています。食事の時間も厳格
に決まっているわけではありません。一日の
流れのようなものは生活する誰しもにあるよ
うに、大まかな流れはありますが、時には全
て止めてたこ焼きパーティーを楽しんだりし
ています。個々で楽しみつつ集団生活として
も纏まり利用者が生活を作ってくれるように
しています。

訪問美容の際には利用者と美容師が話し
合い、髪型を決めています。また利用者が
好きな色の服やテイストを知り、インターネッ
トや代行で購入したり、家族が持ってこられ
たりしています。カラフルな服が好きな方が
多いです
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

盛り付けをしてもらったり、食事の用意を手
伝ってもらったりしています。片付けも積極
的にしてもらっています。食べたいものがあ
れば、メニューに入れたり、おやつに作った
り買ってきたり食べに行ったり、誕生日には
一人でホールケーキを食べたり。食べる喜
びを楽しんでもらえるように工夫していま
す。

青果店が納入する新鮮な食材で、調理専従
の職員が作り出す食卓には、優しい家庭料
理や、耳にも目にも新しいメニューも登場し、
食を通しての喜びを提供したい職員の気持ち
が込められています。旬の食材が持ち込ま
れ、献立を変更することもあります。誕生日を
迎える利用者には希望を聞き、皆で当人の
好物を食べ祝います。またそれぞれの嚥下
状態に合わせ、仕上げや、調理法にも丁寧な
工夫を加えています。外食に出かける機会の
少ない間も、変化を楽しむことができました。
「紫陽花まつり」では職員手作りのおやつで
パーティを開催、利用者のいきいきとした表
情が見られました。また、職員も一緒に同じ
食事をとっており、「うちの自慢は食事です」
と楽しげに話します。

水分摂取表は毎日つけています。食意が低
下した人、体調不良者は食事量も記録して
います。飲み物はコーヒーや紅茶など飲み
たいものを選んでもらうことで、水分摂取を
確実にしつつ、無理なく飲んでもらえるよう
にしています。

毎週火曜日に訪問歯科に来てもらい、口腔
内の状態のチェックや清掃をしてもらってい
ます。また毎日の口腔ケアも歯科衛生士の
アドバイスをもらい、適切に行っています。
またケア用品についても相談することで口
腔内の状態を良好に保つ努力をしていま
す。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

完全自立が難しい利用者に関しても使用感
の観点からも布パンツにパットを使用しても
らうようにしています。適時トイレ誘導を行う
ことで汚すことを少なく、快適に過ごしてもら
えるようにしています。ただ、パットが「悪」と
いう考えはやめています。自立を促される事
が重荷にならないようにすることも必要なケ
アの一端であると考えます。パットをしてい
るから安心して時間を気にせず楽しめると
いう観点もあるからです。利用者の生活と精
神的な「楽」を考え、できるだけ不快感なく快
適に心軽く過ごしてもらえるように日々考え
ております。

毎年開催されるバリアフリー展(福祉用具展
示会)には全職員が出向き、それぞれに関心
のある分野を視察します。排泄の不安や不
快感が理由で動きを阻むことのないよう、排
泄ケアのブースからは、新しいパッド等の情
報を持ち帰り、コスト面(利用者負担)も課題に
挙げ職員間で検討を重ねます。適時のトイレ
誘導や、夜間安眠を重視した介助により、自
尊心を損ねることのない排泄を心がけていま
す。体調不良や精神不安定の一因とならな
いよう、食を通して腸内環境を整えることにも
注力しています。

痛みなく気持ちよい自然な排便が最善かと
思います。食物繊維を積極的に摂取し、適
時の運動、充分な水分摂取、バナナやヨー
グルトなど腸内環境に良いものを食べても
らうようにしています。

入浴日を固定はしていませんが、週に２か
ら３回は入ってもらっています。意思決定で
きない方に対しては促しますが、決定できる
方に関しては入りたいとき対応です。入浴を
好まない方に関しては、入浴剤を選んでも
らったり楽しく話したりしながら、楽しむ気持
ちで入ってもらえるようにしています。

手すりや滑り止めを配備した各フロアの家庭
用浴槽での入浴時間は、それぞれのペース
で過ごすことができています。贅沢な日中の
入浴を楽しむ利用者がほとんどですが「寝る
前に入りたい」という要望にも応えています。
戦争体験などの昔話をゆっくり語る人や、
早々に切り上げる人もいますが、入浴を好ま
ない利用者はいません。浴槽を跨ぎにくくなっ
た利用者にも２人で、肩まで湯船に浸かれる
よう介助しています。好みの入浴剤を選んだ
り、会話を弾ませながら週2〜3回の入浴を楽
しんでいます。

意思決定が難しい方に関しては適時の休息
を促しています。好きなテレビが放送されて
いたら少し夜更かしをしたり、眠ければ無理
に起こさず少しゆっくりの朝食にしたり、好き
な色の布団カバーにしたり、気に入った抱き
枕を用意するなど、それぞれに合った環境
とタイミングを大切にしています。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

それぞれの職員が、誰がどんな薬をどんな
目的で服薬しているかを理解するとともに、
誤薬について医療班よりどれだけ怖いこと
かを話してもらっています。処方箋には必ず
目を通し、服薬変更があった際には個別記
録に記載し周知徹底を図っています。

それぞれの利用者に大小さまざまな役割が
あります。ランチョンマットを配る人、机を拭
く人、盛り付ける人、お茶を入れる人、食器
を下げてくれる人、お願いせずともしてくれ
ることもありますし、お願いしていることも沢
山あります。これまでの特技を生かしてボタ
ンをつけてもらったり、反対にしたことないけ
ど盛り付けをしてもらったり、新しいことも今
までの得意なこともひっくるめて、楽しく生活
の一部としてやってもらえたらと考えていま
す。義務ではなく、生活を作り彩るメンバー
としての一端を担ってほしいのです。また、
時々は個々として皆には内緒で、その利用
者一人のために好物を用意したり出かけた
りすることもあります。全体としても個として
も楽しみと役割と充実感を持ってもらえたら
と思います。

散歩や近場への買い物、花見にはどんどん
と行けるようになりました。またご家族との
外出も少しづつ増え、楽しそうな姿を見るこ
とができています。ちょっと出かけて買い食
いなんかも出来るようになり楽しい限りで
す。また旅行も再開されました。久々の大勢
の旅行ですが、ご家族の参加も多く楽しく安
全に過ごせました。帰り際、ご家族から「母
と旅行に生きている間にまた行けると思って
なかったから、すごく嬉しいし楽しかった」と
言っていただけました。今年も行く予定で
す。

近隣にはコンビニやスーパー、ドラッグストア
が点在し、日用品やおやつなどの買い物に
職員と一緒に出かけています。「頼むだけで
は手に入らない」そんな日常的な生活を送る
中、家族と共に、皆で出かけた旅行は、特別
な日となりました。また、車で出かけるエキス
ポシティからは太陽の塔も臨め、エキスポ'70
の話（当時コンパニオンとして活躍の利用者
の思い出や家族らと遊びに行った話）に盛り
上がることもあります。物価高騰の影響を受
け、次回旅行は来年4月開催となりましたが、
楽しみを延ばし、それまでの健康維持に努め
るのも一つの目標となりそうです。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

事務所で管理し、出かけるときに担当職員
に渡しています。本人に渡すかどうかは、本
人の状態にによって判断をしています。使
用分は月に一回、領収書で家族に報告して
います。

家族と話したいと訴えがあった際には電話
をしています。また家族から届いた手紙へ
の返事や、かかってきた電話の取次ぎも適
時行っています。

その時々の利用者それぞれによって配置を
少しづつ変えています。場所が分からなく
なってしまう方のために、わかりやすいよう
に案内を張ったり声をかけたり、座りやすい
椅子に変えたりします。空気の入れ替えも
皆に聞いてから行います。

コンパクトなリビングダイニングは賑やかで明
るく、３階には職員の手による住人(住猫）の
ためのキャットウォークが天井近くから張り巡
らされ、愛猫は廊下からリビングへと自由に
移動して利用者と職員の日常を癒していま
す。パステルトーンの壁紙はコロナ禍の間に
職員が手分けして張り替え、優しく落ち着い
た雰囲気を作り出しました。居室のドアのフ
レームも、それぞれパステルカラーの色違い
で、自室の区別に役立っています。決して広
いとは言えない共用空間は、それ故に「自宅
感」を高めています。

基本的にリビングにはほとんどの利用者が
常にいます。他の方が部屋に戻り寝ている
ときになら一人になれます。仲の良い利用
者同士で話す場合や誰にも邪魔されずテレ
ビを見たい場合には、適切な席を用意して
います。
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グループホームめいの家(２ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

原則バリアフリーと呼ばれる設備ではありま
せんが、基本的には職員が常に声をかけら
れる近さにいるので声をかけつつ生活して
います。誰かがそばにいる環境に安心と安
全が生まれていればと思います。

自宅で使われていたタンスやベッド、布団な
どを持ってこられています。小物を飾り、家
族の仏壇、好きなキャラクター、人形、猫の
カレンダー、お気に入りの服、思い思いのも
のであふれた部屋でそれぞれが暮らしてい
ます。またご自身で選ばれた壁紙を貼ること
で「自分の部屋」という認識が強くなっている
ようです。

「あなたの自由にしていい、あなたの部屋」で
あることを大事にしています。利用者が少し
ホームに馴染んだ頃を見計らい、好みの壁
紙に貼り替える居室リフォームを行います。
黄色いミモザが匂い立つような部屋や、大好
きなスヌーピーの絵柄で全面を埋めた部屋、
青空に雲‥など色や柄を自在に選び、「自分
の部屋」が出来上がります。たとえ選んだこと
は忘れても、部屋に入ると肌で感じることが
できています。過去には、愛妻の位牌仏具に
合わせ金色を選んだ利用者もいました。仮住
まいでない、落ち着ける住まいとなるよう家族
と協力し支援しています。
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